
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

一
四

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

堀
　
　
部

功
　
　
夫

は

じ
　
め

に

　
久
保
田
正
文
は
、
〈
夏
目
漱
石
の
推
薦
で
『
銀
の
匙
』
が
「
朝
目
新
聞
」
に

連
載
さ
れ
た
の
は
大
正
二
年
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぽ
あ
や
ま
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
毘
在
の
形
の
も
の
と
ど
の
よ
う
に
異
同
が
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

『
夏
目
先
生
と
私
』
と
、
　
「
先
生
の
手
紙
と
『
銀
の
匙
』
の
前
後
」
と
を
あ
わ

せ
よ
ん
で
み
る
と
、
漱
石
が
こ
の
作
品
を
よ
ん
だ
の
も
大
正
二
年
こ
ろ
で
は
た

い
か
と
う
た
が
わ
せ
る
フ
シ
も
あ
る
。
和
辻
哲
郎
の
岩
波
文
庫
版
『
銀
の
匙
』

解
説
も
、
い
っ
ぱ
ん
の
文
学
史
辞
典
た
ど
も
、
こ
の
あ
た
り
の
説
明
は
明
確
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

欠
い
て
い
る
。
Ｖ
と
記
し
た
。

　
「
銀
の
匙
」
初
出
年
月
目
に
つ
い
て
は
、
右
文
以
前
す
で
に
『
現
代
目
本
小

説
大
系
』
１
７
巻
ル
洲
・
汕
に
〔
た
だ
し
前
編
開
始
目
・
後
編
完
結
目
の
日
付
は

誤
〕
、
お
よ
び
熊
坂
敦
子
が
く
「
前
編
」
は
大
正
二
年
四
月
八
目
か
ら
六
月
四
目

ま
で
五
七
章
、
　
「
後
編
」
は
題
名
「
つ
む
じ
ま
が
り
」
と
し
て
大
正
四
年
四
月

一
七
目
か
ら
六
月
二
目
ま
で
四
七
章
『
東
京
朝
目
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
Ｖ
こ

　
　
（
２
）

と
を
報
告
し
て
お
り
解
明
済
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
初
出
本
文
が
く
現
在
の
捗
の
も
の
と
ど
の
よ
う
に
異
同
が
あ

る
か
Ｖ
は
未
だ
十
分
に
は
く
明
ら
か
で
在
い
Ｖ
。
本
文
異
同
に
ふ
れ
る
先
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

業
績
と
し
て
、
熊
坂
敦
子
・
飯
山
〔
現
姓
藤
山
〕
真
代
の
よ
き
成
果
が
あ
る
。

そ
の
労
苦
を
察
し
な
が
ら
も
、
私
の
調
査
と
照
合
す
る
と
先
人
が
未
提
示
の
て

ん
も
あ
り
、
発
表
を
中
止
し
た
い
こ
と
と
し
た
。
や
は
り
管
見
を
記
録
し
て
、

作
品
の
読
み
に
備
え
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
り
あ
え
ず
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
先
学
の
諸
論
考
、
生
島
遼
一
氏
〔
先

生
の
照
会
に
対
し
昭
和
５
８
年
４
月
２
９
目
付
手
紙
で
報
告
し
た
の
が
小
稿
の
骨
子

と
た
っ
た
〕
、
中
和
氏
・
嶋
田
豊
子
氏
〔
中
家
に
関
す
る
教
示
〕
、
藤
山
真
代
氏

〔
論
文
複
写
恵
投
〕
、
渡
辺
外
喜
三
郎
氏
〔
『
カ
ソ
ナ
』
誌
・
『
鹿
児
島
大
学
文



科
報
告
』
抜
刷
恵
投
〕
お
よ
び
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
・
神
戸
市
立
図
書
館
・
堺

市
立
図
書
館
〔
と
も
に
蔵
書
利
用
〕
各
位
に
深
甚
た
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
注
　
（
１
）
　
『
日
本
青
春
文
学
名
作
選
』
１
９
〔
昭
和
４
０
年
２
月
１
０
目
、
学
習
研
究
杜
〕
「
解
説
」

　
　
以
ｍ
。

　
（
２
）
　
『
鑑
賞
と
研
究
１
１
現
代
日
本
文
学
講
座
／
小
説
３
』
〔
昭
和
３
８
年
－
月
１
５
目
、
三

　
　
省
堂
〕
「
銀
の
匙
／
解
題
」
皿
湖
。

　
（
３
）
熊
坂
は
注
（
２
）
文
献
叫
洲
～
汕
で
、
初
版
と
岩
波
文
庫
旧
版
と
を
比
べ
、
回
区

　
　
分
の
相
違
と
後
編
く
四
十
七
Ｖ
の
削
除
と
を
指
摘
し
、
文
庫
旧
版
前
編
く
十
七
Ｖ
．

　
　
後
編
く
六
Ｖ
に
つ
い
て
２
８
箇
所
の
異
文
を
示
す
。

　
（
４
）
　
「
仮
綴
本
『
銀
の
匙
』
に
つ
い
て
ー
『
銀
の
匙
』
成
立
に
関
す
る
美
意
識
」

　
　
（
一
）
～
（
四
）
〔
刊
目
未
詳
～
昭
和
５
３
年
２
月
２
８
目
刊
『
カ
ソ
ナ
』
８
５
号
～
８
９
号
〕
。
初

　
　
版
と
岩
波
文
庫
新
版
と
を
比
べ
、
回
区
分
の
相
違
を
指
摘
し
、
主
に
内
容
上
の
改
訂

　
　
を
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
一
　
本
　
　
　
文

　
私
の
見
る
こ
と
が
で
き
た
「
銀
の
匙
」
〔
の
ち
に
「
銀
の
匙
」
補
遺
と
さ
れ
る

「
花
さ
か
爺
」
「
こ
ま
の
歌
」
を
除
く
〕
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

Ａ
　
初
出
本
文

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
　
　
さ
ち

　
前
編
〔
題
名
「
銀
の
匙
」
、
署
名
く
那
迦
Ｖ
〕
連
載
に
先
立
つ
大
正
２
年
４

月
７
目
付
紙
面
に
作
者
予
告
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
注
意
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
著
作
た
の
で
、
再
録
す
る
。

　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

　
　
わ
た
く
し
お
も
　
　
　
で
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き

　
　
私
が
思
ひ
出
を
書
か
う
と
思
ひ
立
つ
た
の
は
十
六
七
の
時
で
あ
つ
た
ら
う

　
　
　
　
　
　
．
こ
　
　
ね
ん
ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
ぜ
ん

　
　
か
。
そ
の
後
十
年
程
も
そ
れ
な
り
に
な
っ
て
ゐ
た
の
を
二
三
年
前
な
が
ら

　
　
　
び
や
う
し
や
う
　
　
　
あ
ひ
だ
ひ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
る
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ど
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
て

　
　
く
病
床
に
ゐ
た
間
暇
に
ま
か
せ
て
記
し
て
置
い
た
。
今
度
そ
の
一
部
に
手

　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
　
　
さ
ち
　
　
な
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
れ
　
あ
し
あ
と

　
　
を
い
れ
て
銀
の
匙
と
名
け
こ
上
へ
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
己
の
足
跡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
像
ど
　
　
こ
と
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
し

　
　
と
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
ど
れ
程
の
事
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
の
や
う
な

　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ひ
　
　
　
　
し
わ
　
　
　
　
　
あ
し
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
者
に
さ
へ
こ
ん
た
小
さ
な
鐵
の
な
い
足
跡
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
る
か
と
思

　
　
　
　
む
か
し
な
つ
か
　
　
　
　
た

　
　
へ
ぱ
昔
懐
し
さ
に
堪
へ
ら
れ
な
い

　
さ
ら
に
、
前
編
末
尾
に
ー
〈
（
明
治
四
十
三
年
春
病
床
に
て
）
Ｖ
と
付
記
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
　
て

け
だ
し
、
こ
れ
は
素
材
の
脱
稿
時
点
を
示
す
も
の
で
、
〈
そ
の
一
部
に
手
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

れ
Ｖ
た
「
銀
の
匙
」
脱
稿
は
明
治
４
５
１
１
大
正
－
年
で
あ
る
ら
し
い
。

後
編
〔
題
名
「
っ
む
じ
ま
が
り
」
、
署
名
く
那
迦
Ｖ
〕
連
載
に
先
立
っ
大
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
　
　
ほ
ノ
一
し
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
　
　
さ
じ
　
　
　
こ
う
へ
ん

４
年
４
月
１
６
目
付
紙
面
に
は
く
曽
て
本
紙
に
載
せ
た
る
「
銀
の
匙
」
の
後
篇
Ｖ

と
の
簡
単
た
紹
介
し
か
な
い
。
後
編
に
末
尾
付
記
な
し
。

　
前
後
編
と
も
漢
数
字
以
外
総
ふ
り
が
な
で
あ
る
。

Ｂ
　
初
版
本
文

　
大
正
ｕ
年
－
月
刊
か
〔
奥
付
に
は
く
大
正
十
年
十
二
月
十
日
発
行
Ｖ
と
あ
る

げ
れ
ど
も
く
大
正
十
一
年
一
月
十
日
Ｖ
付
の
正
誤
表
が
冒
頭
に
綴
じ
込
ん
で
あ

る
の
で
〕
、
岩
波
書
店
版
・
著
者
表
示
は
表
紙
・
背
文
字
に
く
那
珂
著
Ｖ
、
奥

付
に
く
著
者
中
勘
助
Ｖ
。
四
六
判
、
仮
綴
紙
表
紙
。
前
編
末
尾
に
く
（
大
正
元

年
）
Ｖ
、
後
編
末
尾
に
く
大
正
二
年
Ｖ
と
そ
れ
ぞ
れ
付
記
す
る
。
後
老
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

て
、
　
「
私
の
処
女
作
と
自
信
作
」
の
記
述
と
一
致
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
つ
ま
り
執
筆
に
よ
り
近
い
時
期
の
記
述
と
は
一
年
く
い
ち
が
い
を
生
じ
る
。

〈
二
年
Ｖ
は
く
三
年
Ｖ
の
誤
記
か
と
思
う
が
、
推
敵
・
整
理
・
浄
書
を
く
り
か

え
す
作
者
の
こ
と
だ
か
ら
、
し
ぱ
ら
く
断
言
し
な
い
で
お
く
。

　
な
お
、
初
版
本
の
復
刻
が
昭
和
４
４
年
４
月
１
０
目
・
日
本
近
代
文
学
館
よ
り
出

て
い
る
。
よ
く
出
来
た
復
刻
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
底
本
〔
岩
波
書
店
所
蔵
の
一

本
〕
の
書
き
込
み
と
推
定
さ
れ
る
文
字
ま
で
”
復
刻
”
さ
れ
て
い
る
の
で
要
注

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

意
。
叫
６
７
Ｌ
１
〈
環
の
真
中
Ｖ
、
｝
６
７
Ｌ
３
〈
蓮
華
の
花
Ｖ
、
皿
７
０
Ｌ
６
〈
よ

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
見
よ
う
Ｖ
、
皿
閉
１
・
１
４
〈
か
ら
出
て
Ｖ
の
各
傍
点
字
で
あ
る
。

Ｃ
　
改
訂
版
本
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
小
稿
で
い
う
改
訂
版
と
は
一
般
に
む
し
ろ
初
版
と
よ
ぱ
れ
て
い
る
大
正
１
５
年

４
月
１
０
目
刊
、
岩
波
書
店
版
を
さ
す
。
著
者
表
示
は
奥
付
に
く
著
者
中
勘
助
Ｖ
。

四
六
判
、
函
入
。
前
編
末
尾
に
く
大
正
元
年
初
稿
Ｖ
、
後
編
末
尾
に
く
大
正
二

年
初
稿
Ｖ
と
付
記
す
る
。

　
こ
の
時
す
で
に
著
作
を
実
名
で
発
表
す
る
よ
う
に
た
っ
て
い
た
た
め
、
著
者

表
示
か
ら
く
那
迦
Ｖ
・
〈
那
珂
Ｖ
が
消
え
る
。
と
同
時
に
本
文
中
く
己
が
名
Ｖ

の
く
俊
坊
Ｖ
あ
る
い
は
く
し
ゆ
ん
ぽ
ん
Ｖ
等
を
く
□
ぼ
う
Ｖ
・
〈
□
ぽ
ん
Ｖ
と

改
め
る
。
自
分
を
く
俊
Ｖ
某
と
仮
名
で
あ
ら
わ
し
て
い
た
の
を
、
勘
助
と
読
ま

れ
う
る
〔
実
際
改
訂
版
く
口
ぽ
う
Ｖ
を
勘
坊
と
読
む
人
の
例
は
、
中
の
他
の
著
作

「
闘
球
盤
」
・
「
水
尾
寂
暁
師
と
三
千
院
」
に
み
え
る
〕
よ
う
に
修
正
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

　
こ
の
度
の
推
敵
は
犬
正
１
４
年
の
く
夏
の
は
じ
め
Ｖ
に
た
さ
れ
た
ら
し
い
。

「
し
づ
か
な
流
」
犬
正
１
５
年
－
月
９
目
の
条
参
照
。

　
な
お
、
脳
年
６
月
３
目
、
改
装
復
刻
”
〈
第
二
刷
Ｖ
が
、
巻
末
に
く
初
出
一

覧
Ｖ
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

Ｄ
　
岩
波
文
庫
旧
版
本
文

　
小
稿
で
い
う
旧
版
と
は
、
昭
和
１
０
年
ｕ
月
３
０
目
刊
第
－
刷
以
降
、
３
７
年
ｕ
月

１
６
目
刊
第
３
６
刷
以
前
の
分
を
さ
す
〔
こ
の
う
ち
第
１
・
３
・
８
・
１
０
・
１
２
・
１
５

・
１
９
・
２
０
・
２
６
・
２
７
・
３
２
刷
の
み
卒
見
〕
。
第
３
７
刷
以
降
分
は
次
記
全
集
本
文

を
く
底
本
と
し
て
Ｖ
い
る
の
で
後
述
す
る
。

　
各
編
末
尾
付
記
は
改
訂
版
と
同
じ
。
巻
末
の
和
辻
哲
郎
「
解
説
」
が
前
編
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

〈
明
治
四
十
四
年
の
夏
Ｖ
執
筆
と
す
る
て
ん
は
、
渡
辺
外
喜
三
郎
「
漱
石
と
勘

助
と
三
重
吉
」
〔
昭
和
３
２
年
９
月
－
目
刊
『
国
語
と
国
文
学
』
〕
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
作
者
自
身
の
記
述
と
一
年
齪
鶴
す
る
。
中
が
明
治
４
４
年
に
も
野
尻
へ
行

っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
和
辻
の
錯
誤
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
文
庫
本
は
昭
和
２
３
年
９
月
－
目
刊
第
１
３
刷
時
に
く
改
版
Ｖ
し
た

よ
う
で
あ
る
。
〈
改
版
Ｖ
に
よ
り
ハ
シ
ラ
が
無
く
な
り
、
誤
植
が
生
滅
し

第

１

～
１
２

局

第
１
３

～
３
６

局

・
３
　
．
Ｏ

Ｐ
Ｈ
１
１

Ｐ
Ｈ
１
一
２

・
６
　
．
ｏ
ｏ

Ｐ
〃
１
１

怒怒き

つつざ

ててじ

恐恐き

つつざ

ててし



　
と
な
っ
た
の
を
除
げ
ば
、
本
文
上
の
異
同
に
は
未
だ
気
が
付
か
な
い
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

他
、
第
１
～
１
２
刷
中
で
、
象
眼
訂
正
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
今
は

文
庫
旧
版
本
文
と
一
括
称
し
て
お
く
。

Ｅ
　
全
集
本
文

　
昭
和
３
５
年
１
２
月
５
日
刊
、
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
第
一
巻
』
所
収
〔
レ

５
～
一
…
〕
。
各
編
末
尾
付
記
は
改
訂
版
と
同
じ
。
レ
…
…
に
「
あ
と
が
き
」
が
あ

る
。　

こ
の
度
の
く
校
正
Ｖ
は
昭
和
３
３
年
５
月
頃
に
な
さ
れ
た
ら
し
い
。
昭
和
３
３
年

５
月
１
９
目
付
・
小
宮
豊
隆
宛
手
紙
１
１
渡
辺
外
喜
三
郎
「
中
勘
助
（
二
十
五
）
」

〔
昭
和
５
７
年
９
月
３
０
日
刊
『
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
』
〕
参
照
。

　
注
　
（
１
）
　
「
漱
石
先
生
と
私
」
〔
の
ち
「
夏
目
先
生
と
私
」
と
改
題
〕
・
「
先
生
の
手
紙
と

　
　
「
銀
の
匙
」
の
前
後
」
た
ど
の
記
事
を
整
理
し
て
、
前
編
成
立
略
過
程
を
示
し
て
み
る

　
　
と
、
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
３

　
　
３

明
治
・
年
頃
回
想
執
筆
を
思
い
立
つ
。

　
　
３
４

　
　
４
２
年
　
ｕ
月

明
治
～
　
　
　
　
　
、
病
床
。
こ
の
問
に
作
品
の
素
材
を
書
き
た
め
て
お
く
。

　
　
４
３
年
　
５
月
頃

明
治
４
５
年
　
　
４
月
７
目
、
兄
の
同
僚
の
先
生
の
勧
告
に
従
い
、
執
筆
に
よ
っ
て
収
入

　
　
　
　
　
を
得
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
〃
　
　
夏
前
か
、
友
人
を
通
じ
、
漱
石
が
原
稿
を
見
る
約
束
、
成
る
。

　
　
〃
　
　
夏
、
福
岡
市
九
大
病
院
内
、
妹
の
枕
べ
で
作
品
の
書
き
起
し
の
部
分
を

　
　
　
　
　
書
く
。

　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

　
　
〃

〔
大
正
－
年
〕

　
　
〃

大
正
２
年

　
　
〃

夏
、
長
野
県
上
水
郡
信
濃
尻
村
野
尻
・
石
田
津
右
衛
門
方
の
二
階
で
、

作
品
を
書
き
つ
ぐ
。

９
月
頃
、
脱
稿
。
隣
村
柏
原
の
郵
便
局
か
ら
漱
石
宛
発
送
。

１
０
月
１
５
目
、
漱
石
、
「
銀
の
匙
」
稿
を
読
み
終
わ
っ
て
、
賞
讃
し
、
原

稿
を
あ
ず
か
み
。

２
月
２
６
目
、
漱
石
、
東
京
朝
日
新
聞
杜
員
・
山
本
松
之
助
に
宛
て
掲
載

願
の
手
紙
を
書
く
。

３
月
、
新
聞
連
載
の
た
め
に
体
裁
を
整
え
る
。
回
を
立
て
る
。
用
字
を

改
め
る
。
予
告
を
作
る
。
署
名
。
新
聞
杜
へ
渡
す
。

後
編
成
立
に
関
し
て
は

大
正
３
年

夏
、
比
叡
山
横
川
の
恵
心
堂
で
、

１
０
月
、

漱
石
、

原
稿
を
漱
石
宛
発
送
。

閲
読
。

前
編
残
り
の
整
理
・
執
筆
。

　
の
略
経
過
が
知
ら
れ
る
。

（
２
）
　
「
現
代
目
本
文
学
全
集
』
月
報
５
１
皿
２
に
改
訂
版
の
書
影
が
く
初
版
本
Ｖ
と
の
説

　
明
付
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
在
も
古
書
璋
の
目
録
に
散
見
す
る
。

（
３
）
「
銀
の
匙
」
明
治
４
４
年
作
と
記
す
も
の
は
、
〔
ホ
印
は
管
見
本
後
刷
〕

○
『
目
本
の
名
著
』
〔
昭
２
６
二
〇
・
５
、
毎
日
新
聞
杜
〕
の
無
署
名
〔
埴
谷
雄
高
か
〕

　
「
銀
の
匙
」
皿
閉
。

○
『
現
代
目
本
小
説
大
系
１
７
』
〔
昭
２
６
・
ｕ
・
１
５
、
河
出
書
房
〕
の
伊
藤
整
「
解
説
」

　
皿
蜘
。

○
矢
端
乙
実
「
近
代
文
学
へ
の
反
省
」
〔
昭
２
７
・
７
・
１
０
『
上
毛
国
語
』
〕
皿
３
６
。

○
『
日
本
詩
人
全
集
４
』
〔
昭
２
７
・
１
０
・
１
０
、
創
元
杜
〕
の
無
署
名
略
伝
叫
閉
。

○
『
現
代
文
学
総
説
２
』
〔
昭
２
７
・
１
０
・
２
５
、
学
燈
杜
〕
の
杉
森
久
英
「
随
筆
文
学
」

　
皿
洲
。

○
『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
３
０
』
〔
昭
２
８
・
９
・
ユ
、
創
元
杜
〕
の
坪
田
譲
治
「
解

説
」
叫
捌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

○
『
中
勘
助
自
選
随
筆
集
（
上
）
（
下
）
』
〔
昭
２
８
・
ｕ
・
２
０
、
昭
２
９
・
１
・
３
０
、
創
元

　
杜
〕
の
「
著
者
紹
介
」
皿
２
。

○
『
縮
約
目
本
文
学
大
辞
典
』
〔
昭
３
０
・
１
・
２
０
、
新
潮
杜
〕
の
「
中
勘
助
」
レ
閉
。

○
槌
田
満
文
『
文
学
東
京
案
内
』
〔
昭
３
１
・
３
・
２
０
、
緑
地
杜
〕
皿
冊
。

○
『
玩
代
目
本
文
学
全
集
７
５
』
〔
昭
３
１
・
６
・
２
５
、
筑
摩
書
房
〕
の
河
盛
好
蔵
「
解
説
」

　
叫
蝸
。

○
『
中
学
生
文
学
全
集
１
７
』
〔
昭
３
２
・
６
・
３
０
、
新
紀
元
杜
〕
叫
２
５
。

○
『
現
代
国
民
文
学
全
集
１
４
』
〔
昭
３
２
・
１
２
・
１
５
、
角
川
書
店
〕
の
山
本
健
吉
「
解
説
」

　
レ
搬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

○
『
目
本
文
学
鑑
賞
辞
輿
近
代
編
』
〔
昭
３
５
・
６
・
３
０
、
東
京
堂
〕
の
熊
坂
敦
子
「
銀

　
の
匙
」
レ
湖
。

○
村
山
古
郷
「
中
勘
助
の
俳
句
」
〔
昭
３
５
・
８
・
１
、
『
鶴
』
〕
叫
２
４
。

○
『
名
作
の
研
究
事
典
』
〔
昭
３
７
・
７
・
１
０
、
小
峰
書
店
〕
レ
川
一
。

○
久
保
田
正
文
の
前
記
「
解
説
」
ル
刷
、
閉
。

○
『
児
童
文
学
へ
の
招
待
』
〔
昭
４
０
・
７
・
５
、
南
北
杜
〕
Ｐ
蜥
。

○
『
掌
勺
＞
ｚ
ｏ
■
＞
内
弓
向
肉
－
■
＊
＊
・
。
』
〔
蝸
、
朝
目
新
聞
杜
〕
皿
獅
。

○
槌
田
満
文
『
東
京
文
学
地
名
辞
典
』
〔
昭
５
３
・
２
・
２
５
、
東
京
堂
〕
以
ｍ
。

○
阿
部
猛
『
近
代
詩
の
敗
北
』
〔
昭
５
５
・
２
・
５
、
大
原
新
生
杜
〕
皿
９
０
。

と
お
び
た
だ
し
い
が
、
い
ず
れ
も
根
拠
を
示
さ
ず
、
和
辻
文
の
踏
襲
と
み
ら
れ
る
の

　
で
取
り
合
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
４
）
第
３
刷
本
文
中
、
次
の
欠
字
・
印
刷
不
鮮
明
箇
所
が
あ
る
。

　
５
皿
７
Ｌ
ー

レ
７
６
Ｌ
８

　
５
皿
８
１
．
１

叫
１
０
１
一
－

仏
ｍ
１
・
１
４

叫
ｍ
１
・
１
４

　
９
　
　
　
０

叫
１
５
１
・
１

　
２
　
　
　
１
■

叫
１
８
Ｌ
１

弘
汕
１
・
１
０

ゐこおめくそ

るちらこ

よ～

～
」
４
１

こらさに

ともちかれは

ゐこおめくそ

一
」

ちらこ

一
八

とらちかさに

　
　
こ
れ
ら
は
そ
の
後
〔
管
見
第
８
刷
で
は
〕
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
二
　
回
　
の
　
区
　
分

　
初
出
の
各
回
ご
と
の
掲
載
月
目
を
示
し
、
初
版
・
改
訂
版
以
後
と
で
は
回
の

区
分
に
異
同
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
を
一
覧
す
る
。
す
な
わ
ち
、
初
出
の
回
と
掲

載
月
目
、
各
段
落
頭
〔
・
印
を
付
す
場
合
は
段
落
途
中
〕
１
０
字
お
よ
び
そ
れ
以

下
の
段
落
数
〔
ｏ
ｏ
は
一
段
落
未
満
〕
、
対
応
す
る
初
版
・
改
訂
版
以
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
回
〔
×
は
該
当
段
落
な
し
、
点
線
交
又
は
段
落
の
逆
順
〕
を
表
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
　
う
ま
　
　
　
　
と
き

た
と
え
ぱ
、
初
出
が
４
月
８
目
の
く
一
Ｖ
の
後
半
く
私
の
生
れ
る
時
に
は
Ｖ
以

下
２
段
落
は
、
初
版
で
も
く
一
Ｖ
内
だ
が
、
改
訂
版
以
後
く
二
Ｖ
と
な
る
こ
と

を
示
す
。

掲
載
月
日

初
出
の
回

段
落
頭
１
０
字

そ
れ
以

下
の
段

落
数

初
版
の
回

改
訂
版

以
後
の
回

前
編
〔
大
正
２
年
〕

４
月
８
目

わ
た
し
し
よ
さ
い
　
い
ろ
く

私
の
書
斎
の
色
々
な
、
が

わ
た
し
　
う
ま
　
　
　
　
と
き
　
　
　
　
は
上

私
の
生
れ
る
時
に
は
母
は

２２

二



・
目
一
二

を
　
は

叔
母
さ
ん
の
つ
れ
あ
ひ
は

１
０
目

ｕ
目

！
２
日

１
３
日

１
４
目

１
５
日

１
６
目

！
７
目

１
８
目

三四五六七八九十

十
一

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
び
や
う

お
ぱ
さ
ん
は
ま
た
私
の
病

わ
た
し
　
う
ち
　
　
な
か

私
は
家
の
中
は
と
も
か
く

わ
た
し
　
う
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
だ

私
の
生
れ
た
の
は
神
田
の

　
ぱ
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
い
ま

一
番
気
に
い
り
の
処
は
今

　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ

あ
る
人
の
ゐ
な
い
朝
の
こ

　
い
な
り
　
　
　
　
　
　
峰

お
稲
荷
さ
ん
へ
行
か
な
い

シ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
せ
・
も
の

気
に
い
つ
た
見
世
物
の
一

わ
た
し
　
や
う
　
　
も
の
　
　
か
ん
だ

私
の
様
な
者
が
神
田
の
ま

　
　
こ
ろ
と
　
ち
　
　
　
ふ
う
し
ふ

そ
の
頃
土
地
の
風
習
に
し

み
や
う
じ
ん
さ
ま
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
と
き

明
神
様
の
お
祭
り
の
時
は

を
　
ば
　
　
　
　
　
　
と
き
－
ビ
、
ふ
た
り

伯
母
さ
ん
は
時
々
二
人
の

さ
ん
の
う
さ
ま
　
　
　
　
ま
っ
り
　
　
　
　
　
だ

山
王
様
の
お
祭
に
い
二
山

　
　
ほ
か
か
ん
だ
　
　
　
　
　
　
　
と
，
き

そ
の
外
神
田
に
ゐ
た
時
の

わ
た
し
　
　
　
　
　
じ
ぶ
ん

私
は
そ
の
時
分
か
ら
三
目

び
や
う
し
ん
も
の
　
わ
た
し
　
し
じ
ふ
　
　
い

病
身
者
の
私
は
始
終
お
医

　
　
へ
ん
　
　
ひ
と
た
ち
　
　
み
な
す
ぎ
が
き

こ
の
辺
の
人
達
は
皆
杉
垣

ふ
る
　
　
い
へ
　
　
か
り
ず
ま

古
い
家
に
借
住
ひ
を
し
て

３１１２
’
！

１１１

９
＾

１１１４１１２

二三四五六

三

七
×

八
×

九

３
　
　
＋

十
一

×
　
　
　
　
１
９
目

四五六七
＼
一

ノ

２
０
目

２
１
目

２
２
目

九×
　
　
　
２
３
日

Ｘ×
　
　
　
以
目

×
　
　
　
　
２
５
日

十

十
一

×

２
６
目

　
マ
マ
十
三

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

す
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
に
た
げ
あ
ひ
＾
」

少
し
ぱ
か
り
の
茶
畑
を
間

　
　
を
り
く
き
ん
じ
よ
　
だ
い
に
ち
さ
ま

ま
た
折
々
近
所
の
大
日
様

　
　
へ
ん
　
　
　
は
ち
す
　
　
お
ほ

こ
の
辺
に
は
木
樫
を
多
く

ふ
峰冬
の
は
じ
め
の
こ
と
で
あ

す
ち
む
か
　
　
　
　
か
ざ
み
　
　
を
し
ど
り

筋
向
ふ
の
風
見
の
鴛
鴛
は

う
ん
ど
う
ふ
そ
く
　
　
　
　
　
　
う
ま

運
動
不
足
の
う
へ
生
れ
つ

　
　
こ
ろ

そ
の
頃
△
△
さ
ん
と
い
ふ

を
ば
　
　
　
　
　
　
き
　
　
み

伯
母
さ
ん
は
木
の
実
ど
ち

な
つ
　
　
　
　
套
ぐ
　
か
た
ち

夏
に
な
る
と
様
六
の
形
し

し
お
う
や
　
　
て
っ
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
を
　
ぱ

庄
屋
の
鉄
砲
を
し
て
伯
母

か
ま
　
　
う
ち
　
　
　
こ
い
へ
　
　
　
　
で
い
り

構
へ
内
の
小
家
へ
ぱ
出
入

　
　
　
　
　
お
・
も
ち
や

・
そ
の
そ
ぼ
に
玩
具
を
ぶ
ち

わ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

私
が
あ
か
り
の
暗
い
の
を

は
な
し
　
う
ち
　
　
　
　
を
さ
　
　
ご
二
ろ
　
か
な

・
話
の
中
に
も
稚
な
心
の
悲

ま
た
、

ほ
と
け
し
や
う
を
　
ぱ

仏
性
の
伯
母
さ
ん

峰
き
　
　
よ
　
　
　
　
　
を
ぱ

雪
の
夜
に
は
伯
母
さ
ん
は

わ
た
し
　
う
ち
　
　
　
　
て
ら
　
　
や
ぶ

私
の
家
は
お
寺
の
藪
か
ら

１２１１１２１１３１）１（）

１
’

（）ユ（）

１
■

ｒ
、

２２

十
二

十
三

十
四

十
五

ヲ
叩

六

十
七

十
八

十
九

十
二

十
三×

十
四

十
五

十
六×Ｘ

十
七

十
八

十
九Ｘ

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

一
九



「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

２
７
目

２
８
目

２
９
目

５
月
－
目

２
目

３
目

４
目

５
目

６
目

７
目

８
目

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

二
十
六

二
十
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お
た
し
私
は
そ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

わ
た
し
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
か
し
や
ふ
だ

私
は
判
り
き
っ
た
貸
家
札

わ
た
し
私
は
か
つ
が
れ
た
や
う
な

わ
た
し
　
ち
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

私
は
中
学
へ
は
い
り
貞
ち

　
　
み
ち
つ

い
二
道
連
れ
の
あ
つ
た
の

あ
ん
な
い
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
に
は
さ
き

案
内
も
な
く
人
の
庭
先
ま

を
　
ば
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
　
　
　
　
　
あ
ん

伯
母
さ
ん
は
古
ぽ
げ
た
行

山
」
　
は
　
　
　
　
　
　
　
あ
と

伯
母
さ
ん
は
後
で
さ
は
り

　
　
こ
ろ
　
　
　
　
く
ろ
　
　
　
こ
い
ぬ

工
、
の
頃
ま
つ
黒
な
小
犬
を

　
　
　
と
し
　
　
な
つ
　
　
わ
た
Ｌ
　
ひ
と
り

十
七
の
年
の
夏
を
私
は
一

　
　
と
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

そ
の
土
地
で
ぼ
あ
や
は
不

ぢ
い
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
と
き
こ
ど
も

爺
さ
ん
は
若
い
時
子
供
の

　
　
　
　
は
ん
　
　
ひ
　
　
　
　
　
あ
さ

ぼ
あ
や
は
半
の
日
に
は
朝

ぼ
あ
や
は
三
十
ぱ
か
り
の

　
　
　
　
た
い
せ
つ
　
　
む
ら
さ
き
ふ

ぱ
あ
や
は
大
切
に
紫
の
風

１３１１４１２２１

９
］

１１１１１

二
十
八

二
十
九

三
十

三
十
一

三
十
二

三
十
三

三
十
四

三
十
五

三
十
六

三
十
七

二
十
八

三
十
九

×

２
６
目

××

２
７
目

×

２
８
目

十
五
　
　
２
９
日

十
六
　
　
３
０
目

十
七

四
十

四
十
一

四
十
二

四
十
三

四
十
四

土
四
十
五

畠
四
士
一

・
　
・
１
四
十
七

か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
だ

彼
が
こ
の
や
う
に
隔
て
な

ゆ
ふ
　
　
　
　
　
峰

夕
が
た
湯
か
ら
あ
が
っ
て

き
う
、
ほ
ん
　
　
　
よ

旧
盆
の
夜
ば
あ
や
に
す
上

　
　
ひ
　
　
　
ご
　
ご
わ
た
し
　
う
し
ろ

あ
る
目
の
午
後
私
は
後
の

　
　
み
ね
　
　
う
み
　
　
ひ
か
　
　
　
　
ひ
ら

こ
の
峰
は
海
に
向
つ
て
開

わ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら

私
は
い
つ
も
の
と
ほ
り
裏

、
わ
ム
に
１
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
』
　
〃
に
占
曲
　
　
　
　
み
ね

私
は
そ
こ
を
木
霊
の
峰
と

わ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
い
き

私
は
ほ
つ
と
息
を
つ
く
と

　
　
　
　
わ
た
し
　
た
｝
」
ゆ
ゑ
　
　
で

そ
れ
か
ら
私
は
何
故
か
出

　
　
よ
く
じ
つ
よ
　
　
を
は
　
　
　
　
し
ん

そ
の
翌
日
読
み
終
つ
た
新

　
　
よ
ね
江
さ
ま

そ
の
夜
姉
様
は
い
つ
に
な

「
そ
れ
か
ら
二
三
日
し
て

１２１１１１３１２３４４

，
　
　
」
’
　
’

四
十

四
十
一

四
十
二

四
十
三

四
十
四

四
十
五

四
十
六

四
十
七

××

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

×

十
八×

三

十
八

初
出
か
ら
初
版
へ

初
出
と
初
版
の
異
同
は
、
第
一
に
回
の
区
分
で
あ
り
□
前
記
〕
、
第
二
に
誤
植

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

十
八

の
訂
正
で
あ
り
〔
省
略
〕
、
第
三
に
表
記
上
の

あ
る
。

　
第
三
・
表
記
上
の
改
訂
に
つ
い
て
い
え
ぽ
、

、
第
四
に
内
容
上
の
、
改
訂
で

　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

一
　
ふ
り
が
た
の
廃
止

二
　
用
語
用
字
上

（
一
）
〈
江
〔
の
草
体
〕
Ｖ
を
廃
し
て
く
え
Ｖ
・
〈
ゑ
Ｖ
に
か
え
る
。

（
二
）
漢
字
の
字
体
を
好
み
の
も
の
に
統
一
す
る
。

　
　
た
と
え
ぱ

　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
　
〈
顎
Ｖ
↓
〈
曙
Ｖ

（
三
）
送
り
が
た
を
っ
け
る
。

三
　
読
点
の
加
減

　
の
傾
向
で
あ
る
。

　
第
四
・
内
容
上
の
改
訂
に
つ
い
て
い
え
ば
、
煩
墳
箇
所
の
削
除
が
主
で
あ
ろ

う
。
削
除
段
落
は
次
の
五
箇
所
で
あ
っ
た
。

　
　
　
ぴ
し
や
も
ん
さ
ま
　
　
江
ん
に
ち

　
Ｏ
〈
毘
沙
門
様
の
縁
目
Ｖ
を
描
く
く
だ
り
（
前
七
）
。

　
　
　
　
　
ほ
か
か
ん
だ
　
　
　
　
　
　
と
き
　
　
お
も
　
　
　
で

　
　
〈
そ
の
外
神
田
に
ゐ
た
時
の
思
ひ
出
Ｖ
を
羅
列
す
る
（
前
八
）
。

　
　
　
だ
い
に
ち
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
き

　
　
〈
大
目
様
Ｖ
縁
目
の
婆
さ
ん
く
乞
食
Ｖ
に
施
す
（
前
二
十
三
）
。

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
＠
〈
死
た
う
か
し
ら
と
思
ふ
Ｖ
と
き
が
あ
っ
た
（
後
十
八
）
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
う
ぱ
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
＠
そ
の
と
き
く
走
馬
燈
の
や
う
に
駈
げ
め
ぐ
る
Ｖ
回
想
を
列
挙
す
る
（
後
十

　
　
九
）
。

　
の
各
段
落
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
も
っ
と
も
長
文
の
　
を
例
に
と
る
。
例
文
の

　
　
　
　
江
ん
に
ち
　
お
ほ
ぜ
い
こ
じ
き
で
　
て
ら
へ
い

直
前
が
く
縁
目
に
は
大
勢
の
乞
食
が
出
て
お
寺
の
塀
ぎ
は
に
づ
ら
り
と
な
ら

ぶ
Ｖ
さ
ま
を
綴
っ
た
２
８
行
か
ら
た
る
一
段
落
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
読
ま
れ
た

い◎

二
四

　
　
　
よ
み
せ
　
　
　
　
じ
ゆ
ん
み
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
だ
い
に
ち
さ
ま
　
　
も
ん
ぜ
ん
　
　
お
僚
ぜ
い
　
　
こ
じ
き

　
　
　
夜
店
を
一
順
見
ま
は
つ
て
帰
る
頃
に
は
大
目
様
の
門
前
に
大
勢
の
乞
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
き
　
　
な
か
　
　
　
げ
い
　
　
　
　
　
き
な
た

　
　
が
な
ら
ん
で
ゐ
る
。
こ
上
に
ゐ
る
の
は
乞
食
の
中
で
も
芸
ま
し
の
稼
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
み
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
い
　
　
　
　
こ
ど
も

　
　
ぱ
か
り
で
ぽ
ろ
三
味
線
を
べ
ん
ぺ
こ
ぺ
ん
ぺ
こ
弾
た
り
子
供
と
あ
ん
ぺ
ら

　
　
　
う
へ
　
　
す
わ
　
　
　
　
う
た

　
　
の
上
に
坐
っ
て
唄
み
た
い
に
ど
う
ぞ
や
ど
う
ぞ
を
い
っ
た
り
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
な
か
　
　
　
せ
　
　
ま
が
　
　
　
　
し
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら
　
　
も
ん

　
　
そ
の
中
に
背
の
曲
っ
て
萎
び
か
へ
っ
た
婆
さ
ん
が
お
寺
の
門
ぎ
は
は
み
ん

　
　
　
　
　
　
こ
じ
き
　
　
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ど
ほ
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
み
ぞ

　
　
な
ほ
か
の
乞
食
に
場
を
と
ら
れ
て
人
通
り
の
な
い
原
の
そ
ぱ
の
溝
ぱ
た
に

　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
た
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
お

　
　
消
江
く
の
か
ん
て
ら
を
一
っ
立
て
、
前
に
は
二
三
枚
の
つ
げ
木
を
置
い

　
　
　
か
ぜ
と
　
　
や
う
い
し
　
　
　
し
や
み
せ
ん
こ
ど
も
　
　
だ
ま

　
　
て
風
に
飛
ぱ
さ
れ
ぬ
様
石
こ
ろ
を
の
せ
、
三
味
線
も
子
供
も
な
し
に
黙
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
せ

　
　
て
う
っ
む
い
て
る
の
が
あ
っ
た
。
夜
が
ふ
げ
て
露
店
の
あ
き
人
ど
も
店
を

　
　
　
　
　
な
か
ま
　
　
こ
じ
き
　
　
か
へ
　
　
　
　
ひ
と
ど
ほ
り
　
た
　
　
　
　
こ
ろ
ま
で

　
　
し
ま
ひ
仲
間
の
乞
食
も
帰
つ
て
人
通
の
絶
江
る
頃
迄
も
さ
う
し
て
う
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぷ
う
　
　
ふ
　
　
ふ
ゆ
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
竜
つ
か
く
５
　
　
　
た

　
　
い
て
ゐ
る
。
寒
風
の
吹
く
冬
の
夜
な
ど
そ
れ
を
見
れ
ぱ
折
角
浮
き
立
っ
た

　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
り
ん
じ
　
　
　
や
ぷ
　
　
は
ら
　
　
　
　
あ
ひ
だ
　
な
が
　
　
さ
か
み
ち

　
　
気
も
め
い
つ
て
し
ま
ひ
少
林
寺
の
藪
と
原
と
の
間
の
長
い
坂
路
を
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
か
ん
が
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
　
　
　
　
ぱ
あ
　
　
　
　
　
僚
ど
こ

　
　
と
ぽ
か
り
考
へ
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
。
私
は
そ
の
婆
さ
ん
に
施
さ
な
い
こ

　
　
と
は
た
か
つ
た
。

　
こ
の
段
落
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
前
接
段
落
と
類
同
の
内
容
の
た
め
く
だ
く

だ
し
く
な
る
の
で
整
理
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
作
者
は
「
漱
石
先
生
と
私
」

に
お
い
て
、
〈
「
銀
の
匙
」
が
出
た
時
分
の
こ
と
先
生
は
そ
の
縁
目
の
こ
と
を
書

い
た
と
こ
ろ
に
、
あ
ま
り
く
ど
く
同
じ
様
た
こ
と
が
く
り
返
し
て
あ
る
と
い
ふ

こ
と
を
非
難
し
た
。
私
は
よ
く
も
覚
え
て
ゐ
な
か
つ
た
二
め
か
、
さ
う
い
ふ
こ



と
が
あ
ま
り
問
題
に
匁
ら
な
か
っ
た
上
め
か
な
に
か
で
、
唯
き
二
流
し
に
し
て

お
い
た
。
そ
の
後
先
生
は
ま
た
そ
の
こ
と
を
注
意
し
た
。
私
は
ま
た
き
二
流
し

て
お
い
た
。
そ
れ
か
ら
あ
る
時
ふ
と
思
ひ
出
し
て
そ
こ
を
読
み
か
へ
Ｌ
て
み
た
。

そ
し
て
先
生
の
非
難
が
当
っ
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。
先
生
は
私
が
い
つ
も
き
上
流

し
に
す
る
の
で
、
私
が
ま
だ
気
が
っ
か
ず
に
ゐ
る
と
思
っ
た
の
か
、
こ
の
時
も

ま
た
そ
の
こ
と
を
い
ひ
出
さ
う
と
し
た
。
私
は
先
生
が
二
言
…
一
目
い
ひ
か
げ
た

時
に
「
あ
、
あ
れ
は
別
り
ま
し
た
。
」
と
い
つ
た
。
先
生
は
す
ぐ
に
「
あ
、
さ
う

か
。
」
と
い
っ
て
そ
の
話
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
大
変
よ
か
っ

た
。
Ｖ
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
て
ん
か
ら
も
右
の
改
訂
事
情
を
想
定
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
な
お
、
初
版
本
に
付
さ
れ
た
「
正
誤
表
」
に
お
い
て
は
、
誤
植
訂
正
の
ほ
か
、

次
の
改
訂
も
な
さ
れ
て
い
る
。

○
接
続
助
詞
く
て
Ｖ
を
付
加
す
る
傾
向

　
た
と
え
ぱ

　
く
取
出
し
Ｖ
↓
〈
取
出
し
て
Ｖ

○
文
章
を
区
切
っ
て
短
く
す
る
傾
向

　
た
と
え
ぱ

　
く
の
い
た
の
を
、
Ｖ
↓
〈
の
い
た
。
Ｖ

な
ど
で
あ
る
。

注
（
１
）

河
盛
好
蔵
は
中
が
く
顎
と
い
う
字
の
代
り
に
、

　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

膳
と
い
つ
も
書
い
て
い
る
の
も
、

作
者
の
好
み
の
強
さ
を
語
っ
て
い
る
Ｖ
と
、
既
掲
『
現
代
目
本
文
学
全
集
７
５
』
の
「
解

説
」
で
指
摘
し
て
い
た
。
〈
曙
と
い
つ
も
書
Ｖ
く
の
は
初
版
以
後
で
こ
の
よ
う
な
好

み
に
よ
る
漢
字
の
書
き
か
え
は
次
項
に
述
べ
る
改
訂
版
時
に
多
い
。

（
２
）
紀
田
順
一
郎
は
こ
の
正
誤
表
が
く
本
文
中
の
誤
植
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
新
聞

連
載
当
時
と
単
行
本
上
梓
に
あ
た
つ
て
の
相
違
を
列
挙
し
た
も
の
Ｖ
で
あ
る
と
、
昭

和
４
０
年
８
月
７
目
付
『
図
書
新
聞
』
の
コ
ラ
ム
で
解
説
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
そ
の

事
実
は
な
く
誤
で
あ
る
。

四
　
初
版
か
ら
改
訂
版
へ

　
初
版
か
ら
改
訂
版
に
至
る
あ
い
だ
に
１
な
さ
れ
た
推
敵
箇
所
は
全
ぺ
－
ジ
・
ほ

と
ん
ど
全
文
に
お
よ
び
、
質
量
と
も
最
大
の
改
訂
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ろ
み
に
前

編
一
の
第
一
段
落
を
取
上
げ
、
そ
の
推
破
箇
所
を
数
え
れ
ぱ

初
出
か
ら
初
版
一
一
以
雛
枇
る
一

初
版
か
ら
改
訂
版
へ

改
訂
版
か
ら
岩
波
文
庫
旧
版
へ

岩
波
文
庫
旧
版
か
ら
全
集
へ

１
３
箇
所

４
８
〃

３
　
〃

９
　
　
〃

　
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
初
版
と
改
訂
版
の
異
同
は
、
や
は
り
、

内
容
上
の
改
訂
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
表
記
上
の
改
訂
を
み
よ
う
。

一
　
用
字

回
の
区
分
、
正
誤
、

二
五

表
記
上
の
改
訂
、



　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

（
一
）
漢
字
を
適
宜
か
な
に
か
え
る
。
代
名
詞
・
形
式
名
詞
の
大
概
は
か
な
に
改

め
る
。

　
い
き
お
い
、
か
な
の
使
用
が
増
加
す
る
。
こ
れ
ま
た
前
編
一
の
第
一
段
落
で
、

か
な
と
漢
字
と
を
数
え
る
と

‘
か
套
数
一
漢
字
の
数
丁
益
用
率

初
　
　
　
　
　
出

ｇ
ｎ
ｎ
Ｕ
２

８
１
Ｉ

約
６
９
％

初
　
　
　
　
版

７
１
１

約
７
０
％

改
　
　
訂
　
　
版

ｇ
２
ｕ
３

０
８

約
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３

０
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３
３

０
８
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８
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で
従
前
よ
り
白
っ
ぽ
い
字
面
に
た
っ
た
。

（
二
）
別
体
の
漢
字
に
か
え
る
。

　
　
た
と
え
ぱ

　
　
く
着
Ｖ
↓
〈
著
Ｖ

　
作
者
は
「
漱
石
先
生
と
私
」
に
お
い
て
、
　
「
銀
の
匙
」
原
稿
を
読
ん
だ
漱
石

が
く
仮
名
を
「
め
ち
や
く
」
に
沢
山
使
ふ
こ
と
を
非
難
し
た
。
そ
れ
は
事
実

で
あ
っ
た
。
仮
名
を
多
く
使
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
つ
は
私
の
或
主
義
か
ら

一
つ
は
漢
字
に
好
悪
が
あ
る
の
で
嫌
な
漢
字
を
出
来
る
だ
げ
使
は
な
い
為
に
さ

う
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
私
は
そ
の
時
格
別
そ
ん
な
弁
明
は
し
た
か
っ
た
。
Ｖ

と
述
べ
、
初
版
「
正
誤
表
」
前
書
に
お
い
て
も
、
〈
「
銀
の
匙
」
は
約
十
年
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

あ
る
新
聞
に
１
前
後
二
回
に
分
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
送
り
仮
名
法
や
句
読
法

や
漢
字
の
あ
て
か
た
　
　
漢
字
を
あ
っ
べ
き
か
否
か
及
び
あ
て
る
場
合
の
文
字

の
選
択
　
　
前
者
に
関
し
て
は
私
が
最
初
仮
名
を
用
ひ
た
の
を
そ
の
原
稿
に
っ

い
て
御
厄
介
に
な
っ
た
夏
目
先
生
の
意
向
を
尊
重
し
て
漢
字
に
書
き
か
へ
た
と

こ
ろ
が
沢
山
あ
る
　
　
の
か
へ
た
い
の
が
無
数
に
あ
る
。
そ
れ
は
今
愈
書
物
に

し
て
出
す
と
な
れ
ぱ
や
は
り
自
分
の
流
儀
に
し
た
く
も
あ
り
、
ま
た
十
年
前
と

今
目
と
は
私
自
身
多
少
考
へ
や
好
み
が
ち
が
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
Ｖ
と
記

し
な
が
ら
、
も
ち
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
改
訂
版
を
機
に
ー
、
か

な
を
多
く
用
い
た
り
、
好
み
の
字
体
の
漢
字
に
直
し
た
り
し
た
の
に
ち
が
い
な

い
。二

　
用
語

（
一
）
同
語
の
反
復
を
避
け
る
。

　
　
た
と
え
ぱ

　
　
く
小
箱
が
し
ま
っ
て
あ
る
。
箱
は
Ｖ
↓
〈
小
箱
が
し
ま
っ
て
あ
る
。
そ
れ

　
は
Ｖ

（
二
）
稚
気
を
帯
び
た
語
も
交
え
生
き
生
き
し
た
表
現
を
め
ざ
す
。

　
　
た
と
え
ぱ

　
　
く
一
っ
の
方
Ｖ
↓
〈
か
た
っ
ぼ
Ｖ
　
〈
散
六
Ｖ
↓
〈
さ
ん
ざ
Ｖ

三
　
文
体

（
一
）
口
語
化



　
　
た
と
え
ぱ

　
　
く
露
し
ら
ぬ
こ
と
Ｖ
↓
〈
つ
ひ
ぞ
知
ら
な
い
こ
と
Ｖ

（
二
）
文
章
を
区
切
っ
て
短
く
す
る
。

　
　
た
と
え
ぱ

　
　
く
飛
の
い
た
の
を
Ｖ
↓
〈
飛
の
い
た
。
Ｖ

用
語
・
文
体
の
改
訂
で
は
、
本
文
を
聴
く
と
き
の
配
慮
が
き
わ
立
っ
。
今
一

度
引
く
が
「
漱
石
先
生
と
私
」
に
く
「
草
枕
」
を
非
常
に
面
白
く
読
ん
だ
。
そ

し
て
な
ん
で
も
そ
の
文
章
、
こ
と
に
語
彙
の
豊
福
な
点
に
最
も
心
に
ひ
か
れ
た

や
う
に
記
憶
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
先
生
が
常
に
、
若
し
く
は
屡
、
耳
を
無
視
す

る
こ
と
に
対
し
て
は
い
っ
も
不
満
で
あ
っ
た
。
Ｖ
と
記
す
作
考
は
、
さ
す
が
に

く
耳
Ｖ
を
重
視
す
る
人
で
あ
っ
た
。

四
　
記
号

（
一
）
く
り
か
え
し
符
号
を
や
め
る
。

　
　
た
と
え
ぼ

　
　
く
色
々
な
Ｖ
↓
〈
い
ろ
い
ろ
な
Ｖ

（
二
）
読
点
を
加
え
る
。

　
こ
れ
も
前
編
一
の
第
一
段
落
で
み
る
と
、

初

出

読
点
の
数

引
点
の
数
一
総
字
数

Ｑ
Ｕ
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

『
’
＾
買
Ｕ

｝
「
Ｕ

句
調
点
間
の

平
均
字
数

　
　
９

　
　
３

初
　
　
　
　
版

改
　
　
訂
　
　
版

岩
波
文
庫
旧
版

全
　
　
　
　
集

３１１１１８

７７７７

１９３９１４９１４３１皇

９３３２３２８２

　
で
、
読
む
と
き
も
見
た
目
も
易
し
く
な
っ
た
。

（
三
）
問
を
と
る
と
こ
ろ
を
一
字
あ
き
と
す
る
。

　
　
た
と
え
ぽ

　
　
・
１
＼
蓋
を
す
る
時
ぱ
ん
と
Ｖ
↓
〈
蓋
を
す
る
と
き
　
ば
ん
　
と
Ｖ

　
い
か
に
も
字
面
や
口
調
に
注
意
す
る
作
者
ら
し
い
改
訂
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
内
容
上
の
改
訂
を
み
よ
う
。
削
除
段
落
〔
○
印
で
示
す
、
い
印
は
そ

れ
に
準
じ
る
長
文
の
削
除
で
あ
る
〕
が
６
０
箇
所
を
超
え
る
。
す
な
わ
ち

¢
病
身
を
な
お
す
た
め
水
天
官
の
御
符
を
伯
母
さ
ん
と
一
緒
に
呑
む
（
前
三
）
。

¢
父
二
っ
れ
ら
れ
山
王
祭
に
行
き
機
嫌
を
悪
く
し
た
私
は
栄
太
楼
の
梅
干
で
す

か
さ
れ
る
。
　
ぽ
い
ご
ま
の
思
い
出
。
¢
蜆
幅
追
い
の
回
想
。
６
同
邸
内
の
車

夫
の
兼
さ
ん
か
ら
鉋
を
貰
い
大
事
に
す
る
（
前
八
）
。

＠
恐
ろ
し
い
夢
を
う
な
さ
れ
て
泣
く
（
前
九
）
。

¢
末
の
妹
が
生
ま
れ
可
愛
が
っ
て
や
ろ
う
と
意
気
ご
み
大
好
き
の
栗
と
い
名
う

前
を
提
案
し
て
皆
に
笑
わ
れ
し
ょ
げ
る
。
＠
草
地
で
遊
ぶ
（
前
十
一
）
。

＠
ま
わ
る
風
見
鳥
・
匂
う
芋
虫
（
前
十
三
）
。

＠
伯
母
さ
ん
と
庄
屋
の
鉄
砲
で
遊
ぶ
（
前
十
五
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
「
銀
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」
本
文
調
査

何
父
が
子
供
達
に
。
維
新
当
時
の
困
窮
生
活
を
語
る
（
前
十
六
）
。

＠
伯
母
さ
ん
に
よ
る
狐
の
晴
き
声
の
説
明
。
＠
伯
母
さ
ん
は
時
々
手
の
っ
げ
ら

れ
な
い
痔
癩
を
起
こ
す
（
前
十
九
）
。

＠
海
老
を
買
い
に
行
っ
て
腹
を
立
て
る
伯
母
さ
ん
（
前
二
十
）
。

＠
仏
生
会
の
思
い
出
（
前
二
十
一
）
。

＠
近
所
に
あ
っ
た
三
本
の
巨
木
の
こ
と
（
前
二
十
七
）
。

＠
お
仙
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
も
維
新
時
に
ひ
ど
く
零
落
し
た
人
だ
と
い
う
。
＠

ひ
か
え
め
す
ぎ
る
お
仙
ち
ゃ
ん
は
い
っ
も
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
。
＠
お

正
月
に
私
は
大
事
の
羽
子
板
を
持
っ
て
お
国
さ
ん
を
誘
い
に
ゆ
く
（
前
三
十
二
）
。

ゆ
二
人
の
豪
華
た
羽
子
板
を
お
仙
ち
ゃ
ん
が
羨
ま
し
そ
う
と
見
と
れ
る
か
ら
、

彼
女
の
み
す
ぽ
ら
し
い
の
と
交
換
を
す
る
。
＠
し
か
し
、
す
ぐ
と
り
も
ど
す
の

で
お
仙
ち
ゃ
ん
は
し
ょ
げ
て
し
ま
う
（
前
三
十
三
）
。

ゆ
早
朝
の
海
岸
は
人
が
い
な
く
て
う
れ
し
い
（
前
四
十
一
）
。

＠
初
来
家
の
お
惹
ち
ゃ
ん
は
た
ち
ま
ち
わ
が
家
中
の
可
愛
が
り
子
と
な
る
。

幽
お
惹
ち
ゃ
ん
の
両
親
は
肺
を
病
ん
で
い
る
と
き
く
（
前
四
十
八
）
。

＠
お
惹
ち
ゃ
ん
は
鶯
が
ほ
う
ほ
げ
き
ょ
う
で
た
く
、
ひ
い
ご
じ
み
よ
と
晴
く
と

言
う
。
＠
彼
女
は
ま
た
蝉
の
晴
き
声
を
鳥
の
そ
れ
と
言
い
は
る
（
前
四
十
九
）
。

ゆ
私
は
お
惹
ち
ゃ
ん
に
取
り
入
る
富
公
を
嫉
妬
し
て
燃
え
立
つ
思
い
だ
っ
た

（
前
五
十
四
）
。

＠
先
生
の
引
力
説
に
不
得
心
の
私
は
質
問
を
く
り
返
す
。
ゆ
っ
ま
っ
た
先
生
か

二
八

ら
怒
鳴
ら
れ
、
先
生
も
無
知
と
知
る
（
後
五
）
。

ゆ
歎
満
漢
の
先
生
を
や
り
こ
め
る
。
学
校
が
不
愉
快
で
た
ら
な
い
（
後
六
）
。

鉤
「
小
国
民
」
誌
を
愛
読
す
る
（
後
八
）
。

ゆ
漁
師
が
舟
を
漕
ぎ
出
し
て
ゆ
く
。
鯛
地
曳
網
を
私
は
見
て
い
た
（
後
十
一
）
。

ゆ
一
人
で
餌
を
取
る
漁
師
と
で
あ
う
（
後
十
二
）
。

ゆ
孟
蘭
盆
会
に
迎
火
を
た
く
。
ゆ
あ
の
伯
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
十
三
年
も
と

う
に
過
ぎ
た
（
後
十
四
）
。

ゆ
私
が
目
上
の
者
を
憎
悪
す
る
に
至
っ
た
、
事
の
は
じ
め
は
次
の
と
お
り
（
後

十
六
）
。

ゆ
私
が
何
心
な
く
見
つ
げ
た
墨
の
か
げ
を
、
父
は
人
か
ら
の
貰
い
物
と
き
め
つ

げ
私
を
追
求
し
た
。
嘘
を
っ
く
と
か
え
っ
て
ゆ
る
さ
れ
た
こ
の
一
件
で
、
目
上

に
対
す
る
盲
信
か
ら
醒
め
た
。
ゆ
く
あ
は
れ
な
る
人
の
子
よ
Ｖ
と
慨
嘆
（
後
十

七
）
。

ゆ
私
が
六
っ
の
年
、
祖
母
が
死
ん
だ
。
＠
わ
げ
の
わ
か
ら
た
い
私
に
死
は
静
か

で
葬
儀
は
楽
し
い
も
の
と
み
え
た
（
後
十
九
）
。

ゆ
桔
梗
の
思
い
出
（
後
二
十
三
）
。

＠
近
所
の
洋
館
へ
独
逸
の
宣
教
師
が
越
し
て
来
る
。
ゆ
門
前
で
遊
ん
で
い
た
私

と
貞
ち
ゃ
ん
と
は
異
人
さ
ん
の
奥
さ
ん
に
邸
内
へ
引
張
り
込
ま
れ
る
（
後
二
十

六
）
。

＠
通
弁
の
皆
川
さ
ん
が
来
て
、
立
派
な
部
屋
を
見
せ
て
も
ら
う
。
ゆ
異
人
さ
ん



の
奥
さ
ん
は
気
丈
た
人
で
あ
る
（
後
二
十
七
）
。

＠
あ
る
目
、
皆
川
さ
ん
に
呼
ぱ
れ
て
あ
が
っ
た
と
き
、
神
の
救
い
に
つ
い
て
た

ず
ね
る
。
＠
私
に
は
悲
し
い
こ
と
が
あ
る
と
告
白
し
た
。
ゆ
私
は
今
度
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
必
ず
教
会
へ
ゆ
く
と
約
東
し
て
帰
っ
た
（
後
二
十
八
）
。

＠
し
か
し
そ
の
ま
ま
行
げ
た
い
こ
と
に
．
た
り
、
そ
れ
か
ら
は
異
人
さ
ん
た
ち
に

気
各
め
が
し
た
（
後
二
十
九
）
。

＠
言
い
訳
を
し
た
い
と
思
う
う
ち
、
異
人
さ
ん
は
ど
こ
か
へ
引
越
し
て
行
っ
て

し
ま
ら
。
＠
寂
し
く
心
細
く
残
り
惜
し
い
気
に
な
る
。
＠
空
屋
に
も
ど
っ
て
き

た
異
人
さ
ん
の
飼
犬
を
涙
な
が
ら
に
見
送
る
。
ゆ
私
は
十
三
歳
で
中
学
へ
入
っ

た
が
、
次
第
に
懐
疑
的
に
な
る
。
＠
動
物
学
の
先
生
が
勘
違
い
か
ら
私
を
天
才

と
も
ち
あ
げ
た
（
後
三
十
）
。

＠
だ
が
次
の
試
験
で
零
点
を
と
り
先
生
を
苦
笑
さ
せ
た
。
＠
私
は
枇
杷
に
。
水
を

や
る
の
を
忘
れ
、
枯
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
後
三
十
一
）
。

＠
十
六
の
頃
、
小
犬
を
一
匹
飼
っ
て
可
愛
が
っ
て
い
た
。
＠
そ
の
犬
が
腫
物
で

醜
悪
に
な
る
と
、
嫌
悪
の
清
か
ら
追
い
ま
く
っ
た
（
後
三
十
六
）
。

ゆ
ぱ
あ
や
は
っ
れ
あ
い
の
爺
さ
ん
を
嫌
っ
た
け
れ
ど
も
逃
げ
切
れ
な
か
っ
た
と

い
う
（
後
三
十
八
）
。

＠
ば
あ
や
は
一
度
死
後
の
美
し
い
路
を
行
き
、
も
ど
っ
て
来
た
よ
し
。
働
ぱ
あ

や
に
灸
を
す
え
て
も
ら
う
（
後
三
十
九
）
。

＠
湯
上
が
り
、
ぱ
あ
や
の
く
れ
た
芭
蕉
の
蜜
を
す
う
。
＠
竹
竿
で
た
た
く
と
こ

　
　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

ぼ
れ
る
、
そ
の
蜜
（
後
四
十
）
。

＠
旧
盆
の
夜
は
鎮
守
様
の
村
芝
居
を
見
に
ゆ
く
（
後
四
十
一
）
。

＠
姉
様
と
別
れ
二
三
目
し
て
私
も
帰
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
私
は
不
幸
に
し
て
生

れ
た
。
＠
自
ら
の
孤
独
に
涙
す
る
。
＠
…
〈
あ
は
れ
な
る
子
よ
。
汝
の
憧
慣
は

永
劫
醒
め
る
こ
と
狂
く
、
ま
た
充
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ら
う
か
。
Ｖ
（
後

四
十
七
）
。

　
以
上
６
９
箇
所
が
削
除
さ
れ
る
。
削
除
都
と
し
て
は
、
ま
だ
こ
の
他
に
段
落
未

満
の
小
部
分
が
数
多
く
あ
る
げ
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
げ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
に
は
、
煩
墳
箇
所
の
削
除
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
最
も
目
立
つ
の
が
登

場
人
物
の
負
的
印
象
に
。
か
か
わ
る
箇
所
の
削
除
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
そ
の
て
ん
を
さ
ら
に
、
人
物
描
写
・
境
遇
上
と
便
宜
的
に
二
分
し
て
概
観
す

る
。

一
　
削
除
部
・
人
物
描
写
の
負
的
印
象

（
一
）
〈
私
Ｖ
の
思
い
や
り
不
足
〔
＠
～
＠
〕
、
〈
憎
悪
Ｖ
〔
ゆ
～
ゆ
〕
、
〈
後
ろ

　
　
暗
さ
Ｖ
〔
＠
～
＠
〕
、
〈
懐
疑
Ｖ
〔
＠
〕
、
〈
嫌
悪
Ｖ
〔
＠
～
＠
〕

（
二
）
〈
父
Ｖ
の
虚
勢
〔
ゆ
〕

（
三
）
〈
伯
母
さ
ん
Ｖ
の
く
紺
癩
Ｖ
〔
¢
、
＠
、
＠
〕

（
四
）
〈
お
惹
ち
や
ん
Ｖ
の
く
強
情
Ｖ
〔
＠
、
ゆ
〕

　
た
と
え
ぱ
、
子
煩
悩
の
く
伯
母
さ
ん
Ｖ
が
反
面
く
時
々
病
的
に
手
の
つ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ぬ
瘡
療
を
起
す
Ｖ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
削
除
部
で
知
ら
れ
る
。
〈
の
ぼ
せ
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

症
や
く
死
に
際
に
は
ひ
ど
く
苦
ん
だ
Ｖ
こ
と
も
削
除
さ
れ
た
。
〈
伯
母
さ
ん
Ｖ

の
こ
れ
ら
負
的
印
象
は
消
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
く
仏
性
の
伯
母
さ
ん
Ｖ
像
が
残
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
こ
の
て
ん
は
、
飯
山
論
文
に
指
摘
済
み
な
の
で
、
こ
こ
で
は
重
複
を
さ
げ

く
登
場
人
物
は
善
良
で
明
る
い
と
い
う
一
面
性
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

読
者
に
登
場
人
物
を
印
象
づ
げ
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
作
品
の
美

し
さ
の
要
素
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
Ｖ
と
い
う
飯
山
の
結
語
を
抄
引

し
て
先
に
進
も
う
。

二
　
削
除
部
・
登
場
人
物
の
境
遇
上
の
負
的
印
象

（
一
）
〈
私
Ｖ
の
家
族
の
く
み
ぢ
め
な
昔
の
生
活
Ｖ
〔
則
〕

（
二
）
〈
お
仙
ち
や
ん
の
お
母
さ
ん
Ｖ
の
零
落
〔
＠
〕

（
三
）
〈
お
惹
ち
や
ん
Ｖ
の
家
庭
的
不
幸
〔
幽
〕

（
四
）
〈
ぱ
あ
や
Ｖ
の
過
去
〔
ゆ
〕

　
こ
れ
も
一
部
は
飯
山
論
文
に
指
摘
済
み
だ
が
、
で
き
る
だ
げ
補
述
・
新
見
に

っ
と
め
た
い
。

　
た
と
え
ぱ
、
次
の
削
除
部
分
に
っ
い
て
で
あ
る
。

　
　
父
は
声
色
の
す
む
た
ん
び
に

　
　
　
「
は
上
は
あ
」

　
　
と
大
気
ら
し
い
高
笑
ひ
を
し
な
が
ら
間
々
に
子
供
達
に
昔
話
を
し
て
き
か

　
　
せ
る
。
御
維
新
ま
ぎ
に
な
っ
て
十
八
の
年
に
父
に
死
な
れ
た
時
譲
り
受
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
た
も
の
と
い
へ
ぱ
箆
笥
一
樟
と
銭
何
文
と
や
ら
に
あ
と
は
借
財
で
あ
っ
た

　
　
と
い
ふ
話
や
、
廃
藩
置
県
後
は
御
多
分
に
漏
れ
ず
ひ
ど
く
困
窮
し
て
殿
様

　
　
の
方
の
御
用
の
暇
に
は
内
職
に
瓦
を
売
つ
た
り
凧
の
骨
を
張
つ
た
り
し
た

　
　
と
い
ふ
こ
と
な
ど
で
、
酒
と
得
意
が
程
よ
く
ま
は
れ
ぱ
い
っ
で
も
其
頃
伝

　
　
は
っ
た
ぴ
い
ひ
や
り
ど
ん
ど
こ
ど
ん
の
洋
式
調
練
の
話
を
は
じ
め
、
陣
羽

　
　
織
を
着
た
殿
様
の
前
で
自
分
が
指
揮
し
た
と
い
ふ
を
か
し
な
和
蘭
語
の
号

　
　
令
ま
で
や
つ
て
き
か
せ
た
。
み
ぢ
め
な
昔
の
生
活
の
忠
実
な
伴
侶
で
あ
つ

　
　
た
母
は
一
も
二
も
な
く
同
感
し
て
そ
ぱ
か
ら
相
槌
を
打
っ
。
同
じ
様
な
境

　
　
遇
を
経
て
し
か
も
無
惨
な
敗
北
者
で
あ
っ
た
伯
母
は
昔
を
思
ひ
起
し
て
し

　
　
み
ぐ
と
耳
を
傾
け
、
棟
梁
は
煙
隻
か
れ
て
ひ
た
す
ら
感
心
し
て
ゐ
た
。

　
　
（
レ
４
０
）

　
こ
の
部
分
を
し
ぱ
ら
く
実
話
と
し
て
読
ん
で
み
る
。
と
、
今
の
く
洋
式
調
練

の
話
Ｖ
か
ら
想
起
さ
れ
る
は
、
津
田
左
右
吉
の
父
の
懐
旧
談
で
あ
る
。
津
田
も

父
か
ら
く
洋
式
調
練
の
話
の
出
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
使
は
れ
た
術
語
の

一
っ
二
っ
を
き
い
た
く
ら
ゐ
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
Ｖ
と
記
す
。
津
田
の
自
伝
『
お

も
ひ
だ
す
ま
上
』
〔
昭
和
２
４
年
９
月
１
５
目
刊
・
岩
波
書
店
版
〕
は
、
〈
御
一
新

の
こ
ろ
Ｖ
同
家
中
の
者
が
く
ひ
ど
く
お
ち
ぶ
れ
て
Ｖ
い
く
く
運
命
の
下
に
お
か

れ
た
Ｖ
こ
と
も
記
録
し
て
い
る
。

　
そ
れ
も
当
然
、
津
田
の
父
は
中
の
父
と
同
じ
、
維
新
時
の
竹
腰
家
臣
だ
っ
た
。

左
右
吉
の
父
・
津
田
藤
馬
は
く
天
保
十
四
年
九
月
十
四
日
、
今
尾
藩
竹
腰
氏
の



家
臣
で
鉄
砲
術
に
－
長
じ
た
親
清
（
俗
名
幾
蔵
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
嘉
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

四
年
家
督
相
続
、
家
禄
は
四
十
二
俵
Ｖ
（
尾
関
公
見
）
で
あ
り
、
勘
助
の
父
・

中
勘
弥
は
天
保
１
３
年
８
月
２
日
、
同
名
勘
弥
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
（
中
和
氏
・

嶋
田
豊
子
氏
の
教
示
に
よ
る
）
、
明
治
３
年
１
２
月
・
今
尾
藩
庁
権
大
属
に
任
ぜ

ら
れ
、
明
治
４
年
１
０
月
今
尾
県
か
ら
の
届
に
ょ
れ
ぼ
、
元
高
く
百
三
十
石
Ｖ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

此
現
米
く
三
十
九
石
Ｖ
・
改
正
高
玩
米
く
十
三
石
Ｖ
（
森
義
一
）
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
尾
藩
家
臣
群
没
落
講
が
、
も
う
一
つ
、
や
は
り
削
除
部
に
在

る
。　

　
　
棟
梁
の
辰
さ
ん
に
は
お
仙
ち
や
ん
と
い
ふ
お
な
い
年
の
娘
が
あ
つ
た
。

　
　
お
仙
ち
や
ん
の
お
母
さ
ん
は
も
と
同
藩
で
私
の
家
な
ど
よ
り
は
ず
っ
と
身

　
　
分
の
あ
る
家
の
一
人
娘
で
あ
つ
た
が
、
御
維
新
の
際
散
々
零
落
し
た
挙
句
、

　
　
ち
よ
っ
と
し
た
問
違
ひ
か
ら
：
：
：
す
る
様
な
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
家
は

　
　
め
も
あ
て
ら
れ
ぬ
有
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
ふ
。
お
母
さ
ん
は

　
　
心
臓
が
悪
く
て
始
終
床
に
っ
き
が
ち
で
あ
っ
た
げ
れ
ど
、
家
が
裕
で
な
い

　
　
ゆ
ゑ
病
気
の
養
生
さ
へ
思
ふ
様
に
は
出
来
ず
、
昔
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
て

　
　
は
泣
い
て
る
こ
と
が
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
ど
う
か
し
て
気
分
の
い
二
時

　
　
に
は
家
へ
来
て
涙
な
が
ら
昔
話
を
し
て
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
母
も
伯
母

　
　
さ
ん
も
昔
を
忘
れ
ず
に
お
△
△
様
々
々
々
々
と
丁
寧
に
と
り
あ
っ
か
っ
て

　
　
帰
っ
た
あ
と
で
は
い
っ
も
、
昔
ど
こ
と
か
の
お
花
見
の
時
に
お
△
△
様
の

　
　
な
り
の
立
派
だ
っ
た
こ
と
、
世
が
世
な
ら
ぱ
お
供
の
女
中
の
二
人
三
人
も

　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

　
　
つ
れ
て
歩
く
人
だ
な
ど
上
い
ふ
話
を
し
て
は
気
の
毒
が
っ
て
ゐ
た
。
　
（
レ

　
　
８
２
。
伏
字
部
１
１
初
出
は
く
お
父
様
が
牢
死
Ｖ
）

　
こ
れ
ま
た
津
田
が
同
書
叫
胴
～
湖
に
く
大
名
の
み
ぶ
ん
を
一
度
は
も
っ
て
ゐ

た
人
の
末
路
と
し
て
、
あ
ま
り
例
が
無
か
ら
う
と
思
ふ
し
、
明
治
の
は
じ
め
の

世
相
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
Ｖ
、
旧
主
く
タ
ッ
ワ
カ
さ
ま
Ｖ
の
急
没
落
を
伝
え

た
あ
と
で
く
っ
い
で
に
、
こ
の
人
の
夫
人
に
っ
い
て
聞
い
て
ゐ
る
こ
と
も
、
こ

上
に
書
き
そ
へ
よ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
わ
た
し
の
記
憶
に
た
し
か
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
、
ま
ち
が
ひ
が
あ
っ
て
は
い
げ
な
い
と
考

へ
、
さ
し
ひ
か
へ
て
お
く
。
も
し
ま
ち
が
ひ
が
な
い
と
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は

や
は
り
明
治
の
は
じ
め
の
こ
ろ
の
世
相
の
一
面
を
あ
ら
は
す
話
で
あ
る
。
Ｖ
と

慎
重
な
書
き
方
な
が
ら
、
夫
人
の
零
落
を
暗
示
し
て
い
る
。
〈
お
仙
ち
や
ん
の

お
母
さ
ん
Ｖ
も
類
例
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
佐
幕
開
国
派
だ
っ
た
今
尾
藩
は
、
維
新
時
大
打
撃
を
う
け
た
。
い
わ
ゆ
ろ

”
青
松
葉
事
件
〃
が
ら
み
で
”
お
国
と
り
つ
ぶ
し
〃
に
近
い
惨
状
に
さ
ら
さ
れ

た
こ
と
は
、
水
谷
盛
光
『
尾
張
徳
川
家
明
治
維
新
内
紛
秘
史
考
説
』
〔
昭
和
４
６

年
３
月
－
日
刊
・
同
氏
版
〕
に
く
わ
し
い
。

　
今
尾
藩
士
の
な
め
た
辛
酸
が
初
出
・
初
版
「
銀
の
匙
」
の
そ
こ
か
し
こ
に
反

映
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
間
題
が
拡
大
す
る
の
で
、
い
ま
は
た
だ
こ
れ
を
登

場
人
物
境
遇
上
暗
面
の
一
と
し
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
改
訂
版
で
表
面
か
ら
消
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
げ
に
注
意
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
　
「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

　
　
　
　
（
４
）

　
こ
れ
ら
削
除
に
よ
っ
て
、
陰
影
的
効
果
を
減
じ
た
げ
れ
ど
も
、
作
品
世
界
の

純
度
は
高
め
ら
れ
た
。

　
注
　
（
１
）
　
飯
山
論
文
が
、
初
版
と
改
訂
版
と
の
比
較
で
な
く
〔
後
者
の
再
々
改
訂
で
あ
る

　
　
全
集
を
底
本
と
し
た
〕
岩
波
文
庫
新
版
と
の
比
較
で
あ
る
て
ん
は
厳
密
と
い
え
た
い

　
　
げ
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
大
差
が
無
い
場
合
な
の
で
、
こ
こ
に
ひ
く
。

　
（
２
）
　
「
津
田
先
生
の
ご
両
親
」
〔
昭
和
４
０
年
９
月
刊
『
津
田
左
右
吉
全
集
第
２
４
巻
付
録
』
〕

　
（
３
）
　
『
平
田
町
史
上
巻
』
〔
昭
和
３
９
年
１
２
月
－
日
、
平
田
町
役
場
〕
以
捌
、
洲
。

　
（
４
）
　
ち
な
み
に
、
削
除
部
若
千
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
暗
部
を
扱
う
別
の
作
品
に
生

　
　
か
さ
れ
て
い
く
。
削
除
段
落
ゆ
に
写
生
さ
れ
た
く
見
る
も
嫌
ら
し
い
赤
裸
の
犬
Ｖ
が
、

　
　
小
説
「
犬
」
の
く
見
る
も
い
や
ら
し
い
姿
Ｖ
の
犬
像
に
発
展
し
て
い
っ
た
よ
う
に
。

五
　
岩
波
文
庫
旧
版
・
全
集

　
改
訂
版
本
文
を
岩
波
文
庫
に
収
め
る
と
き
、
バ
ラ
ル
ビ
を
付
す
な
ど
、
作
者

は
手
を
加
え
た
。

　
こ
の
岩
波
文
庫
旧
版
は
「
銀
の
匙
」
流
布
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
作

者
自
身
、
昭
和
２
２
年
ｕ
月
２
４
目
付
・
渡
辺
外
喜
三
郎
宛
書
簡
〔
昭
和
５
４
年
９
月

２
０
目
刊
『
目
本
近
代
文
学
館
』
５
１
号
所
収
〕
に
く
銀
の
匙
は
岩
波
発
行
の
も
の

の
う
ち
表
紙
を
朱
と
緑
系
統
の
色
に
染
め
わ
げ
た
も
の
〔
小
稿
で
い
う
改
訂
版
〕

か
岩
波
文
庫
本
で
御
覧
下
さ
い
。
そ
れ
以
前
に
出
た
仮
綴
ち
の
も
の
〔
小
稿
で

い
う
初
版
〕
も
あ
り
ま
す
が
自
分
と
し
て
は
今
は
あ
ま
り
好
み
ま
せ
ん
。
Ｖ
と
述

べ
て
、
改
訂
版
・
岩
波
文
庫
旧
版
の
定
本
化
に
む
か
っ
た
。
右
文
に
つ
づ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

て
く
尤
も
多
少
文
章
が
ち
が
ふ
だ
げ
で
内
容
に
た
い
し
た
相
違
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｖ
と
あ
る
の
を
額
面
通
り
に
は
受
取
れ
な
い
げ
れ
ど
も
。

　
そ
の
後
さ
ら
に
、
凝
り
性
の
作
者
は
全
集
収
録
に
あ
た
り
す
こ
し
手
を
い
れ

た
。○

助
詞
く
て
Ｖ
〈
で
Ｖ
に
接
続
し
く
…
し
続
げ
る
Ｖ
〈
ず
っ
と
…
す
る
Ｖ
の
意

を
表
す
く
ゐ
る
Ｖ
の
、
〈
ゐ
Ｖ
を
省
略
す
る
。

　
た
と
え
ぽ

　
く
は
ひ
つ
て
ゐ
た
Ｖ
↓
〈
は
ひ
っ
て
た
Ｖ

○
読
点
を
い
く
ぶ
ん
か
省
く
。

○
用
字
を
本
来
の
も
の
に
改
め
る
。

　
た
と
え
ぱ

　
く
一
生
懸
命
Ｖ
↓
〈
一
所
懸
命
Ｖ
、
〈
で
ろ
れ
ん
左
衛
門
Ｖ
↓
〈
で
ろ
れ
ん

祭
文
Ｖ

○
語
義
を
本
来
の
も
の
に
改
め
る
。

　
た
と
え
ぱ

　
餐
の
河
原
に
石
を
積
む
子
供
の
話
で
く
親
た
ち
が
供
養
を
怠
つ
た
た
め
に
Ｖ

↓
〈
胎
内
で
母
親
に
苦
労
を
か
げ
な
が
ら
恩
を
報
い
ず
に
死
ん
だ
た
め
塔
を
た

て
て
罪
の
償
ひ
を
し
よ
う
と
Ｖ

　
た
ど
で
あ
る
。
正
誤
し
、
洗
練
さ
れ
た
言
葉
遺
い
に
直
し
、
美
し
い
口
調
に

変
え
、
　
「
銀
の
匙
」
の
彫
琢
は
こ
こ
に
っ
き
る
。
初
出
以
来
実
に
半
世
紀
近
い



年
月
を
閲
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
改
訂
版
以
後
本
文
は
諸
叢
書
等
に
収
め
ら
れ
広
く
流
布
し
、
「
銀
の

匙
」
と
い
え
ぱ
当
然
、
改
訂
版
以
後
本
文
の
そ
れ
を
指
す
に
至
る
。

　
次
に
そ
の
流
布
版
を
一
瞥
し
て
お
く
。
△
印
を
付
す
も
の
は
抄
本
で
あ
る
。

発
行
年
月
目
〔
、
印
は
管
見
本
後
刷
〕
、
出
版
杜
、
書
名
、
巻
と
、
抄
本
の
場

合
の
抄
出
箇
所
、
底
本
を
示
す
。
ほ
と
ん
ど
が
卒
見
で
あ
る
た
め
、
底
本
欄
は

大
雑
把
な
推
測
で
あ
る
。
底
本
を
明
記
す
る
も
の
は
そ
の
記
述
に
拠
っ
た
。
あ

ま
り
に
些
少
の
抄
出
や
英
訳
本
で
底
本
を
特
定
し
に
く
い
も
の
も
あ
る
。

一
発
行
年
・
月
・
日

○○△

＊

召
６
．
１
．
５

日
「
ｏ
ｚ
　
　
１
　
　
　
１
１

昭
３
１
・
６
・
２
５

　
５
６

　
１
９

出
　
　
版

杜

書
　
　
　
　
名

巻

河
　
出
　
書

筑
摩
　
書

Ｏ
・
↓
Ｏ
く
¢
　
勺
Ｈ
０
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

房房

現
代
目
本
小
説
大
系

現
代
日
本
文
学
全
集

竃
ｏ
宗
昌
守
寝
罵
ｏ
・
ｏ
巨
討
冨
ｇ
『
¢

７１５７

抄
　
　
出

箇
　
　
所

後
十
八
抄
・
十
九
～
二
十
二

底
　
　
　
本

文
庫
旧
版

文
庫
旧
版

改
訂
版
か
文
庫
旧

版

｝
◎
奉
胃
ｑ
雪
亭
¢
算
訳

△○

未
見△△○△○○○

　
昭
３
２
・
６
・
３
０

　
昭
３
２
・
１
２
・
１
５

　
昭
３
５
・
３

昭
３
５
・
１
２
・
１
０

＊
昭
３
６

＊
昭
３
７
・
ｕ
・
１
６

昭
３
８
・
１
・
１
５

昭
３
８
・
８
・
２
０

召
Ｏ
．
２
．
Ｏ

ｎ
ｐ
４
　
　
　
　
　
　
■
上

昭
４
２
・
１
２
・
１
９

新角ポ明講岩三新

己赤Ｈノブ治

談
元書

ラ書

波
　
書省潮

杜店杜院杜店堂杜

学
習
研
究
杜

講
　
　
談
　
　
杜

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

中
学
生
　
文
学
全

現
代
国
民
文
学
全
集

新
日
本
少
年
少
女
文
学
全
集

人
と
作
品
・
現
代
文
学
講
座

少
年
少
女
・
日
本
文
学
全
集

岩
波
文
庫
〔
第
３
７
刷
改
版
〕

集

鑑
賞
と
研
究
Ｈ
現
代
日
本
文
学
講
座

目
本
文
　
学
　
全
集

目
本
青
春
文
学
名
作
選

目
本
現
代
文
学
全
集

７１４ユ６２５２
小
説
３

２
３

１
９

４
１

後
以
斗
ヰ
一
十
八
抄

前
十
八
抄

前
打
竿
珂
計
一
執
引

前
十
七
・
十
八
・
後
六

文文

庫庫

日－日１

版版

改
訂
版
か
文
庫
旧

版文全文文文全

…
二

庫庫庫庫

旧日－日－日１

版集版版版集



△○○△

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

昭
４
２
・
１
２
・
２
０

昭
４
４
・
９
・
５

昭
４
６
・
６
・
２
５

　
７
３

　
１
９

新
紀
　
元
杜

中
央
公
論
杜

筑
摩
書
房

－
声
勺
声
岩

ｐ
ｑ
声
射
弓
目
肉
■
■

中
学
生
の
た
め
の
名
作
鑑
賞

日
　
本
　
　
の
　
文
　
学

毘
代
目
本
文
学
大
系

弓
｝
向
Ｏ
ｏ
Ｈ
■
く
向
内
Ｏ
ｏ
～
Ｏ
Ｏ
オ

６１９２

後
十
八
抄
・
十
九
～
二
十
二

前
一
、
二
、

四
十
一
抄
、

後
一
、
二
、

三
十
一
～
三
十
四

四
十
二
、
四
十
八

十
六
、
十
七

三
四文
庫
旧
版

全
　
　
　
　
集

文
庫
旧
版

改
訂
版
　
か

文
庫
旧
版
か

全
　
　
　
　
集

守
冒
塁
冒
果
毫
・
オ
芽
彗
◎
峯
庁
巨
◎
共
訳

○△△

６７９１

　
　
　
　
　
○
巨
ｏ
品
◎

　
　
　
　
　
　
宛
ｏ
色
ｏ
事
勺
ｈ
¢
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

軍
。
・
鼻
◎
弓
胃
易
芽
－
訳

昭
５
３
・
１
２
・
２
５

　
９

　
７
・
　
　
１
・
一
　
　
１
↓

　
○
ソ
　
　
ー
↓
　
　
２

　
１

北
　
　
宋
　
　
杜

柏
　
　
書
　
　
房

弓
胃
向
Ｏ
ｏ
Ｈ
■
く
向
内
Ｃ
ｏ
勺
Ｏ
Ｏ
オ

物
　
食
う
　
女

現
代
文
章
宝
鑑

後
二
十
２
二
十
二

後
十

改
訂
版
か
文
庫
旧

版
文
　
庫
文
庫

目－目１

版版

　
さ
て
、
〈
岩
波
文
庫
に
Ｖ
〈
入
っ
て
Ｖ
い
る
「
銀
の
匙
」
を
と
り
あ
げ
、
鶴

見
俊
輔
が
く
す
ご
く
い
い
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ラ
ヅ
と
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

直
し
て
み
る
と
、
き
れ
い
次
こ
と
ぱ
っ
か
り
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
Ｖ
と
い

う
よ
う
に
、
〈
き
れ
い
た
Ｖ
世
界
が
こ
の
作
の
読
者
を
ま
ず
魅
了
す
る
の
は
異

論
の
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
表
の
抄
本
が
、
子
煩
悩
・
博
聞
強
記
・
純
真
な

伯
母
さ
ん
像
の
鮮
明
な
都
分
を
取
り
出
し
て
い
た
り
、
友
だ
ち
の
姉
様
の
部
分

　
　
阿
刀
里
局
が
「
銀
の
匙
」
は
く
文
章
の
美
し
さ
が
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。

描
か
れ
て
い
る
世
界
も
ま
た
美
し
い
。
後
編
に
登
場
す
る
友
だ
ち
の
お
姉
様
た

ど
は
、
美
し
い
の
な
ん
の
っ
て
、
こ
う
い
う
人
は
便
所
に
た
ん
か
行
か
た
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

っ
て
思
わ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
Ｖ
と
絶
賛
す
る
、
作
中
と
く
に
美
し
い
箇
所

の
一
つ
　
　
を
引
い
た
り
し
た
も
の
の
多
い
こ
と
も
、
そ
の
証
し
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
〈
き
れ
い
な
こ
と
ぱ
っ
か
り
Ｖ
の
印
象
が
強
い
あ
ま
り
に
、
　
「
銀

の
匙
」
の
世
界
を
た
だ
き
れ
い
ご
と
と
し
て
す
ま
す
読
者
が
あ
る
と
す
る
た
ら

ぱ
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
鶴
見
発
言
も
”
「
銀

の
匙
」
を
ジ
ッ
ク
リ
読
み
直
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
き
れ
い
な
こ
と
ぱ
っ
か

り
で
終
わ
ら
な
い
”
と
の
読
み
を
予
定
し
て
い
る
わ
け
で
、
甘
美
さ
と
表
裏
の

苦
味
を
逸
し
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
て
ん
、
先
学
に
言
及
が
あ
り
、
杉
森
久
英

が
改
訂
版
以
後
本
文
中
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
残
存
す
る
厭
世
的
片
言
に
鋭
く
注



　
　
（
３
）

目
し
て
い
、
渡
辺
外
喜
三
郎
が
、
「
『
銀
の
匙
』
の
暗
面
」
に
お
い
て
、
中
の
幼

少
年
時
代
を
描
い
た
小
品
に
拠
っ
て
く
人
間
不
信
の
暗
黒
が
あ
の
純
粋
に
美
し

い
『
銀
の
匙
』
の
裏
が
わ
に
Ｖ
〈
根
強
く
横
た
わ
っ
て
い
る
Ｖ
こ
と
を
照
し
出

　
　
（
４
）

し
て
い
た
。
は
や
く
に
小
宮
豊
隆
も
く
中
と
い
へ
ぽ
必
ず
、
絹
漉
の
や
う
な
こ

ま
や
か
さ
で
美
し
い
こ
と
を
書
く
作
家
と
し
て
の
み
通
用
し
て
、
随
分
損
を
し

て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
Ｖ
と
書
き
く
中
の
書
く
も
の
の
美
し
さ
は
、
闇
黒
の
大

海
か
ら
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
ま
す
ほ
の
小
貝
」
の
美
し
さ
で
あ
る
。
Ｖ

〈
ほ
ん
と
に
中
の
書
く
も
の
の
美
し
さ
を
理
解
Ｖ
す
る
た
め
そ
の
奥
に
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
を
看
過
し
た
い
よ
う
力
説
し
て
い
た
。
小
稿
既
述
の
、
改
訂
版
で
削
除
さ
れ

た
登
場
人
物
の
負
的
印
象
に
か
か
わ
る
異
文
た
ど
は
、
さ
し
ず
め
そ
の
く
闇

黒
Ｖ
を
具
体
的
に
示
竣
す
る
一
っ
と
し
て
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

注

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

「
子
ど
も
の
眼
」
〔
昭
和
５
１
年
１
２
月
１
０
目
刊
『
文
学
』
〕

３
醐
年
３
月
１
３
日
付
『
朝
目
新
聞
』
目
曜
版
「
味
読
指
定
席
」
欄

既
掲
「
随
筆
文
学
」

「
中
勘
助
（
七
）
」
〔
昭
和
３
６
年
８
月
３
１
目
刊
『
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
』
〕

既
掲
『
中
勘
助
自
選
随
筆
集
（
上
）
』
の
「
解
説
」

お
　
わ

り

に

　
「
銀
の
匙
」
は
従
前
、
本
文
問
題
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
小

稿
を
草
し
た
。
も
ち
ろ
ん
小
稿
に
遺
漏
・
不
備
は
っ
き
な
い
。

　
前
提
と
な
っ
た
本
文
異
同
表
を
〔
前
編
一
の
第
一
段
落
〕
例
示
し
て
結
び
た

い
。
な
お
、
既
述
の
よ
う
に
初
出
は
総
ふ
り
が
な
で
あ
る
け
れ
ど
も
他
は
そ
う

で
は
な
い
。
こ
の
異
同
は
い
ま
除
外
し
た
。
・
印
は
、
改
訂
の
あ
っ
た
箇
所
を

注

示
し
て
い
る
。
漢
字
字
体
は
現
行
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

初
　
　
　
　
出

初
版
初
版
正
誤
表
改
訂
版

岩
波
文
庫
旧
版

全
　
　
　
　
集

一
、

前
篇一

前
篇一

前
篇一

前
篇

い
ろ
く

■

一

色
々
な
、

色
々
な

●
い
ろ
い
ろ
な

い
ろ
い
ろ
た

も
の

い
ろ
い
ろ
た

が
ら
く
だ
物

　
　
　
●
が
ら
く
た
物

が
ら
く
た
物

、
し

が
ら
く
た
物

が
ら
く
た
物

入
れ
た

入
れ
た

■
い
れ
た

い
れ
た

い
れ
た

ひ
き
だ
し

抽
厘

抽
厘

抽
厘

●
ひ
き
だ
し

抽
厘

ひ
き
だ
し

む
か
し

抽
厘

昔
か
ら
の

昔
か
ら
の

昔
か
ら
の

昔
か
ら
の

■

昔
か
ら

一
つ
の

一
つ
の

●ひ
と
つ
の

ひ
と
つ
の

ひ
と
っ
の

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

三
五



「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

は
こ箱
は
、
　
、
　
、
し
つ

こ
る
く
質

き
木
で
あ
は
　
　
め

合
せ
目

ご
と毎
に

つ
い付
た

あ
る
が
、

は
い
つ
て
ゐ
た

な
に何
も

と
り取
た
て
二

た
い
げ
れ
ど

い
ろ
あ
ひ

色
合
の

や
は
ら
柔
か
い
と

ふ
た

蓋

と
き

時
ぱ
ん

す
る
と

た
め為
に

き気
に
い
り

一
つ

こ
は
こ

小
箱
に
は

こ
や
す
が
ひ

子
安
貝
や

箱
は
こ
る
く
質

木
で
合
せ
目

毎
に
付
た
あ
る
が
〔
一
字
ア
キ
〕

は
ひ
つ
て
ゐ
た

何
も
と
り
た
て
二

た
い
げ
れ
ど
、

色
合
の

柔
か
い
こ
と

蓋時
ぱ
ん

す
る
こ
と

為
に
気
に
い
り

一
つ

小
箱
に
は

子
安
貝
や

そ
れ
は

コ
ル
ク
質

木
で
、

合
せ
め

８ご
と
に

つ
い
た

あ
る
が
、

は
ひ
つ
て
ゐ
た

た
に
も

と
り
た
て
て

な
い
げ
れ
ど
、

色
合
が

柔
い
こ
と
、

蓋
ピ
き

〔
ト
梓
〕
ぱ
ん
〔
ト
神
〕

す
る
こ
と

た
め
に
、

お
気
に
い
り

ひ
と
つ

た
か
に
は

子
安
貝
や
、

そ
れ
は

コ
ル
ク
質

木
で
、

合
せ
め

ご
と
に

つ
い
た

あ
る
が
、

は
ひ
つ
て
ゐ
た

な
に
も

と
り
た
て
て

な
い
げ
れ
ど
、

色
合
が

柔
い
こ
と
、

蓋
と
き〔

幕
〕
ぱ
ん
〔
幕
〕

す
る
こ
と

た
め
に
、

お
気
に
い
り

ひ
と
つ

な
か
に
は

子
安
貝
や
、

三
六

そ
れ
は

コ
ル
ク
質

木
で
、

合
せ
め

ご
と
に

つ
い
た

あ
る
が
、

は
ひ
つ
て
た

た
に
も

と
り
た
て
て

な
い
げ
れ
ど
、

色
合
が

柔
い
こ
と
、

蓋
と
き

〔
幕
〕
ば
ん
〔
幕
〕

す
る
こ
と

た
め
に

お
気
に
い
り

ひ
と
つ

た
か
に
は

子
安
貝
や
、



つ
ぱ
き
　
み

椿
の
実
や

と
き

時

も
て
あ
そ

玩
び
こ
ま
く

細
々
し
た

　
ぱ
い

　
一
杯
あ
る
が

そ
の
な
か

其
中
に

一
つ

め
づ珍
ら
し
い

さ
し
わ
た
し

径

ぐ
ら
ゐ位っ

い
て
ゐ
る

ぎ
ん銀
で

ぷ
　
　
あ
つ

分
が
厚
く

で
き
て
る

ゆ
ゑ

故

ひ
と
　
　
　
　
ゆ
び
　
　
お
や
峰
ぴ
　
　
　
　
あ
ひ
だ

人
さ
し
指
と
掲
指
と
の
間
に

も
つ持
て
ち
よ
っ
と

を
り
く

折
々

な
か

中
と
り
だ

取
出
し

「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

椿
の
実
や

時
玩
び
細
々
し
た

　
一
杯

あ
る
が
、

其
中
に

一
つ

珍
ら
し
い

径位つ
い
て
ゐ
る

銀
で

分
が
厚
く

で
き
て
る

故

人
さ
し
指
と
掲
指
と
の
間
に

持
つ
て

ち
よ
つ
と

折
次中

取
出
し

で
き
て
ゐ
る

取
出
し
て

●

椿
の
実
や
、

ど
き

玩
びこ
ま
こ
ま
し
た

い
つ
ば
い

あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に

ひ
と
っ

珍
し
い

さ
し
わ
た
し

ぐ
ら
ゐ

っ
い
て
ゐ
る

〔
削
除
〕

分
あ
つ
に

で
き
て
ゐ
る

た
め
に
、

指
で
も
つ
て

ち
よ
い
と

を
り
を
り

な
か

と
り
だ
し
て
、

椿
の
実
や
、

１
と
き

嶽
喋

こ
ま
こ
ま
し
た

い
つ
ぱ
い

あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に

ひ
と
っ

珍
し
い

さ
し
わ
た
し

ぐ
ら
ゐ

っ
い
て
ゐ
る

〔
削
除
〕

加
分
あ
つ
に

で
き
て
ゐ
る

た
め
に
、

指
で

も
つ
て

ち
よ
い
と

を
り
を
り

た
か

と
り
だ
し
て
、

椿
の
実
や
、

と
き

も
て
あ
そ

玩
びこ
ま
こ
ま
し
た

い
っ
ぱ
い

あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に

ひ
と
つ

珍
し
い

さ
し
わ
た
し

ぐ
ら
ゐ

つ
い
て
る

〔
削
除
〕

ぶ
分
あ
つ
に

で
き
て
る

た
め
に

指
で
も
つ
て

ち
よ
い
と

を
り
を
り

な
か
と
り
だ
し

　
三
七



「
銀
の
匙
」
本
文
調
査

な
が眺
め
て
ゐ
る

こ
の

此
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